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万博期間中
【ドリンクディスペンサー】

▪ ドリンクディスペンサー・給水機を設置
→ペットボトルゴミをゼロに

▫ コカ・コーラ or サントリーのディスペンサー機械を使う

▫ 万博規格のディスペンサー機械を作る（→この規格に合った、リユースコップ作る）



ドリンクディスペンサー案

2009年に京都で試験オープンしていた「エコ・コンビニ」
大阪でもう一度オープンさせたい。※必ずしも、コンビニの形である必要はない

万博開催前：試験導入

万博会期中：
ドリンクディスペンサーの設置

万博終了後：仕組みを持続させたい



万博期間中に達成したいこと

▪ ドリンクディスペンサー・給水機を設置
→ペットボトルゴミをゼロに

▪ マイ食器、マイボトルの持ち込み

▪ 海洋プラ回収機器

▪ 自動販売機をゼロにする。設置しても、ペットボトル製品は販売しない。

大枠の方針：
万博の実施期間、使い捨て容器のごみをゼロにする！



万博期間中
【リユース食器】

▪ マイ食器、マイボトルの持ち込み

▫ リユースカップは、デザイン性/利便性を高める（持ち運びしやすいように、蓋をつける etc）

→みんなが「再利用したい」と思えるような物に

▫ リユース皿は、イベントでは結局すぐに捨ててしまう人たちが多い

▫ デポジット制度：150円で借りて100円キャッシュバック

→捨てる人少なくなるのでは

▫ 購入制度：万博オリジナルのカップ・お皿を販売

→万博だからこそ、欲しいと思う人も

＋α 新素材の容器：製造/リサイクル過程において、環境負荷を最小限に抑えられる物

（万博後の社会を見据えて、デポジットや購入制度以外で何か出来ないか？？）



マイ食器、マイボトル
持ち込みキャンペーン案

エリアを絞り、マイ食器やマイボトルの持ち込みキャンペーンを行う。
参加すると容器代分の値引きや、ポイント付与あり。

万博開催前：
絞ったエリアでの試験導入

万博会期中：
飲食エリアでのマイ食器、マイボトル
持ち込みキャンペーンの実施

万博終了後：仕組みを持続させたい

容器代が値引きされる
ポイント付与

絞ったエリア



ドリンクディスペンサー案

＜課題＞

▪ 持ち込みボトル＆ディスペンサーの衛生管理

→お茶とお水のペットボトル購入がほとんど。お茶とお水中心に販売すれば良い？

（ジャスミン茶/烏龍茶など）



http://www.youtube.com/watch?v=fbo30YOKwOs

